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	　　　　　　　　　　　　　　　　 　フィリピンで狂犬病に感染
フィリピンからの帰国者２名が相次いで狂犬病に感染し、発症しました。我が国では忘れかけていた感染症ですが、海外においては大変怖い動物由来感染症です。そこで、フィリピンにおける狂犬病の現状などをお知らせします。
発症の概要

　京都市の発症者：６０歳代の男性、８月末フィリピンで犬に手を咬まれる。11月9日風邪様症状を呈し受診。13日に幻覚症状を呈し、恐水及び恐風症状を確認。16日国立感染症研究所で狂犬病ウイルス遺伝子を検出。１７日に死亡。

　横浜市の発症者：６０歳代の男性、８月頃フィリピンで犬に右手首を咬まれる。11月15日感冒様症状及び右肩痛が出現、19日に受診、夜呼吸困難となる。20日に恐水及び恐風症状を確認、狂犬病が疑われる。21日国立感染症研究所で、狂犬病ウイルスの遺伝子を検出。22日現在、人工呼吸器を装着。
フィリピンの現状（３月２５日の保健省の声明）

保健省は25日、昨年狂犬病で270人が死亡したと指摘して、飼い犬に狂犬病予防接種を受けさせるよう国民に要請した。ドゥケ保健省長官は、フィリピンは02年の狂犬病発生率に関する世界保健機関（WHO）リストでワースト5位にランクされていると述べ、犬の予防接種により狂犬病発生率を抑制すればフィリピンのイメージは改善できると語った。保健省の全国狂犬病予防プログラム（NRPCP）のデータによると、05年に動物に噛まれたケースが11万3,379件報告されているという。270人の死者のうち76％が犬、23％が猫、1％が猿や豚に噛まれたのが原因で、動物に噛まれたケースのうち69％、6万4,450人が15歳以下。ドゥケ長官は、狂犬病は通常子供が外で遊び動物に触れる機会が増える夏期に増えるとしたうえで、狂犬病に感染した動物に噛まれた場合は死に至ることもあるため無視しないよう警告した。（NPO法人アジア・フォーラム　フィリピンニュース　2006/3/27）
猫に噛まれての死亡が23％と高いですが、他のフィリピンから日本語で発信されているホームページにも同様なことが書かれています。（Country life in Philippines，29.Mar.2006）

保健省（DOH）の狂犬病を担当しているのは熱帯医学研究所（Research Institute for Tropical Medicine）でホームページはhttp://www.ritm.gov.ph/です。

狂犬病とは

　病因物質：狂犬病ウイルスで感染動物の唾液に存在。感染した動物（犬、猫、キツネ、コウモリなど）の咬傷により感染する動物由来感染症。発症すればほぼ１００％死亡。世界では年間おおよそ55,000人が死亡している（WHO）。我が国は昭和31年に犬が、昭和32年に猫が発生した以降、発生は無い。
もし狂犬病常在地で動物に咬まれたら
　傷口を直ちに流水と石鹸で洗浄し消毒をする。狂犬病ワクチン接種を６回受ける。

狂犬病対策の問題点

　１．日本における犬の狂犬病予防注射実施率が５０％を切っている。

　２．周辺の国々から、感染動物が貿易船などに乗って、入ってくる可能性が高い。

　　　ヒトの発生数　中国：2004年2537件、2005年2651件、2006年（９月末まで）2254件

韓国：2004年１件、2005年０件　フィリピン：2004年248件、2005年270件

　　　　　　　北朝鮮、アジアロシアは発生していると考えられるが発生数は不明。台湾は発生無し。

　３．フィリピンにおいて猫による死亡が23％と高いが、我が国において猫は殆ど放し飼いで、人との関係が身近であるため、猫が感染源となった場合には、被害者が多くなるものと考えられる。


生活衛生ホットインフォメーション　№48






ホット・インフォメーション　 　　　　　笈　川　和　男





生活衛生
































